
リサイクル時代に対応するために
　　杭（パイル）の工事から出る建設副産物の再利用

１．【目　的】
①「企業責任」：杭（パイル）事業で発生した建設副産物は、
　　企業が責任をもって処理しなければなりません。
　　その方法として、「リサイクル化」を図ります。
②杭（パイル）工事以外の建設汚泥（無機性）も処理可能です。
③工場周辺地域の「生活環境の保全に留意」し、
　　施設等の監視の徹底を図ります。

２．【当社杭（パイル）事業】
杭を手段として低騒音・低振動工法で工事を行い与えられた「力」を
発現させて使命が終ります。
　　杭製造→工事現場搬入
　　→杭工事（パイルの杭工事は外堀工法（プレボーリング工法）が中心）
　　→泥水発生・・・下図参照
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